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 昭和 43 年（1968）の夏に官用車が納入されましたが、運転者不在のため車は宇治へ預けられま
した。ちなみに官用車は京都 44 た 15-56 です。秋から観測所勤務終了後、自動車運転免許教習所
へ通いはじめて、昭和44年（1969）1月 13日、自動車普通免許を取得いたしました。ここから観
測点に出向くために必要となる運転免許証の取得が嬉しくてたまらなかった時期でもありました。 
























りますが、この年程、私のこれ迄の人生で一大事のあった年はありません。昭和 49 年 9 月 6 日午
後 4 時 40 分頃と言われました。この日は観測所で昼弁当を食べて中尾技官と共に智頭観測点に観
測器修理に出かけた記憶は 30 年経った今でも記憶にありますが、以後の事は全て記憶から消えて
おります。観測点帰りの国道 53 号線釜ノ口での正面衝突交通事故に合いました。双方共 2 名の乗
員で、追越し車線をはみ出して来た普通車と正面衝突です。助けていただいた地元の皆様から後で




































れる場所として 25 年目になりますが、故障気味の時もありながら連続して観測中です。1985 年 8
月の夏暑い時期でした。手造りの温度計センサを持ち佃先生と共にセットに出かけました。2 箇所
の自噴泉からなり 1 箇所は深さ 40cm の所へ温度センサを置きましたが、露天であり昼間は日射の
影響をうけ水温が上昇するため、1箇所は深さ25mの底へセットしました。データの蓄積と共に「湯
谷温泉におけるコサイスミックな水温変化」として 1991 年以来 2001 年までの 10 年間だけでも地


















































































 - 8 -
ＭＴ観測 
















































































 昭和 39 年（1964）の春から始まり、この時を迎えることになりました。全ての観測所生活の中
で大変にお世話になりましたことに感謝の気持ちでいっぱいです。何もたいした事もせずに、つい
つい元来の、のんびり屋と、頑固で、融通の効かない堅物の回転の悪い私でしたが、皆さんと一緒
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